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株 主 の 皆 様 へ

　当上半期の業績は、売上高2,247億円（前年同期比4.6％増）、営業利益
は146億円（前年同期比68.8％増）と前年同期比増収増益となりました。
　増収の主な要因は、国内教育事業における「進研ゼミ」の価格改定や
Classi（株）、（株）EDUCOMの連結子会社化に伴う増収、介護・保育事業
の順調な拡大、グローバルこどもちゃれんじ事業における、中国及び国内の
「こどもちゃれんじ」の価格改定に伴う増収などによるものです。
　増益の主な要因は、国内教育事業及び介護・保育事業における増収に
よるものです。
　上記のとおり、当期は概ね順調に進行しており、第66期中間配当金は25
円といたしました。今後も配当性向35％以上を目途として継続的な利益還
元に努めてまいります。
　中期経営計画「変革と成長 Benesse2022」の２年目にあたる当上半
期は、目標達成に向けた取り組みを着実に実行してまいりました。今後も中
期経営計画の実行テーマである教育・入試改革を機会点とした国内教育事
業のさらなる成長、「こどもちゃれんじ」のグローバル展開、介護・保育事業
の高品質を維持した安定成長、ベルリッツの抜本的な事業立て直し、M&A
を活用した事業領域の拡大にグループ一丸となって取り組んでまいります。
　また、当社は、本年3月「サステナビリティビジョン」を発表し、グループ全
体への浸透を図っております。今後は具体的な重点活動項目の明確化を進
めてまいります。持続可能な社会の実現と、当社グループの持続的な成長に
向け、真摯に取り組んでまいる所存です。
　株主の皆様におかれましてはより一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申しあげます。

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、第66期株主通信をお届けいたします。

代表取締役社長　
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株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、第66期株主通信をお届けいたします。

連結業績ハイライト

　売上高は、Classi（株）と（株）EDUCOMを連結
子会社としたことに加え、国内及び中国の通信教育
事業の価格改定、介護事業の伸長、及び塾事業の伸
長等により増収を予想しております。
　利益面では、増収による増益等により、営業利益、
経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに
増益を予想しております。

2020年3月期の連結業績予想

連結業績予想 （億円）

19/３ 20/3（予） 前期比増減率

売上高 4,394 4,590 4.5%

営業利益 162 200 23.1%

経常利益 121 160 31.7%

親会社株主に帰属する当期純利益 49 95 93.8%

１株当たり当期純利益（円） 50.89 98.62 93.8%
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（株）ベネッセコーポレーション
• 通信教育事業「進研ゼミ」
• 「進研模試」を中心とした学校向け事業
Classi（株）
• 教育プラットフォームの開発・運営事業
（株）東京個別指導学院
（株）東京教育研 等
• 学習塾事業
（株）ベネッセビースタジオ
• 子ども向け英語教室事業

（株）ベネッセコーポレーション
倍楽生商貿（中国）有限公司
• 国内・中国・台湾等での通信教育事業   
  「こどもちゃれんじ」 等
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営業利益●

売上高 増収（+8.1％）
■ 通信教育講座の価格改定等による増収
■  Classi（株）、（株）EDUCOMの連結子

会社化に伴う増収

営業利益 増益（+95.7％）
■ 増収による増益

売上高 増収（+2.7％）
■  中国と国内の通信教育講座の価格改定

等による増収

営業利益 減益（−1.4％）
■  中国と国内での営業強化
■  増収による増益
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（注）  各セグメントの売上高には、セグメント間の内部
売上高が含まれています。

国内教育

事 業 領 域 別 の 概 況

決算資料・決算説明会
の様子をご覧いただけ
ます。

検索ベネッセ  決算資料

2020 年 3 月 期 第 2 四 半 期 決 算

グローバル
こどもちゃれんじ
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（株）ベネッセスタイルケア
• 入居介護サービス事業 
  （高齢者向けホーム及び住宅運営）
• 在宅介護サービス事業
• 保育園・学童運営事業
（株）ベネッセパレット
• 配食サービス・介護食サービス

Berlitz Corporation
• 語学教育事業
• 留学支援事業
• グローバル人材育成事業

（株）ベネッセコーポレーション
• 雑誌事業
• 通信販売事業 等
（株）サイマル・インターナショナル
• 通訳・翻訳事業
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営業損益●

9.1%

213220

売上高 増収（+5.6％）
■  高齢者向けホーム及び住宅数の 

拡大に伴う入居者数の増加

営業利益 増益（+9.4％）
■  増収による増益

売上高 減収（-5.3％）
■  為替換算時のマイナス影響
■  留学支援事業の減収、語学事業のフラン

チャイズ化による減収

営業利益 赤字改善（+3億円）
■ コスト削減による損失縮小
■ 減収による減益

売上高 減収（-3.3%）
■ 通信販売事業の販売抑制

営業利益 黒字転換（+7億円）
■ 通信販売事業・出版事業のコスト削減
■ 減収による減益

介護・保育 その他ベルリッツ



しまじろう 世界に羽ばたく!
　こどもちゃれんじ事業は、1988年に日本でスタートし、現在は
中国、台湾、韓国、インドネシアで展開しています。通信教育事業の
ほか、関連商品、コンサート、映画、体験型事業、ライセンス、SNSな
どを通じて、「しまじろう」とお客様が出会う機会を作り出す形で
「しまじろうワールド」を毎年拡大しています。
　今後もますます海外での事業展開にも注力していきます。

▲ 中国：完全オリジナル「３D
アニメ映画」を上映（６月）

▲ 英国：ロンドンで開催されたヨーロッパ最大
のライセンシング見本市「Brand Licensing 
Europe」に出展（10月）

▲ インドネシア：「しまじろう
PlayPark」をオープン
（９月）

▲ 台湾：オペラハウス（台中）
での30周年記念スペシャル
音楽会（5月）

 〜  しまじろうと台湾の交響
楽団の夢の共演〜
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　（株）ベネッセスタイルケアは、2019年9月に当社グルー
プとして九州初の高齢者向けホーム「メディカルホーム
グランダ高宮」を福岡市南区に開設しました。
　このホームでは、日々の暮らしをサポートするサービスス
タッフと看護職員を365日24時間配置しています。ベネッセ
グループが24年間培ってきた介護事業運営の経験をもと
に、「その方らしさに、深く寄りそう。」ことを大切にしながら
サービスを提供していきます。

ベネッセスタイルケア  
九州第１号ホームを開設

TOPICSTOPICS

住宅型有料老人ホーム「メディカルホームグランダ高宮」
〈定員67名／居室数60室（全室個室）〉
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会社概要
（2019年9月30日現在）

株式の状況
（2019年9月30日現在）

商 　 号 株式会社ベネッセホールディングス
（英文表記）Benesse Holdings, Inc.

本 社 所 在 地 〒700-0807
岡山県岡山市北区南方三丁目7番17号

創 　 業 1955年1月28日

資 本 金 13,700百万円

従 業 員 の 状 況
連結従業員数　21,250名
（注） このほか臨時従業員として1,036名（期中平均）

がいます。

取締役・監査役

代表取締役社長 安達 保

取締役会長* 岩田 眞二郎

代表取締役副社長 小林 仁

取締役 滝山 真也

取締役 山𥔎 昌樹

取締役 岡田 晴奈

取締役* 辻村 清行

取締役* 福武 英明

取締役* 安田 隆二

取締役* 井原 勝美

常勤監査役 松本 芳範

常勤監査役 齋藤 直人

監査役** 出雲 栄一

監査役** 石黒 美幸

*は社外取締役です。 **は社外監査役です。

発行済株式の総数 102,513,199株
株 主 数 43,879名
大 株 主 （上位10名）

■金融機関 30.70%
■外国法人等 32.80%

■個人・その他 18.52%
■その他法人 11.01%
■自己名義株式 6.00%
■金融商品取引業者 0.93%

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行（株） 13,074 13.56

日本トラスティ・サービス信託銀行（株） 10,982 11.39

efu Investment Limited 7,858 8.15

（公財）福武財団 6,408 6.65

（株）中国銀行 2,787 2.89

JP MORGAN CHASE BANK 385632 2,433 2.52

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,976 2.05

（株）南方ホールディングス 1,836 1.90

福武信子 1,769 1.83

みずほ信託銀行（株）
退職給付信託 中国銀行口 1,600 1.66

（注1）		日本マスタートラスト信託銀行（株）の持株数には、福武英明氏が代表を務める資産管理及び
投資活動目的の法人であるefu	 Investment	 Limitedが信託財産として拠出している
当社株式6,809千株（持株比率7.06%）を含み、委託された信託財産の議決権行使に関
する指図者は、efu	Investment	Limitedです｡

（注2）		当社は自己株式6,157千株を保有しています。当該株式には議決権がないため上記大株主
からは除外するとともに、持株比率の算出についても、当該株式数を控除しています。

（注3）		持株比率は小数点第3位以下を切り捨てています。

（注）構成比率は小数点第3位以下を切り捨てています。

所有者別株式分布状況

ベネッセスタイルケア  
九州第１号ホームを開設



　ベネッセグループは、1997年に「ベネッセセーリン
グチーム」を創設し、2000年からは企業スポーツと
して取り組んでいます。現在、吉田愛、吉岡美帆の２
名が所属し、女子470級で活躍しています。
　ペア結成から5年、2016年のリオデジャネイロ
五輪5位入賞に続き、2018年は世界選手権、アジア
競技大会と２大会連続で金メダルを獲得しました。
今年も世界選手権で銀メダルを獲得し、目前に迫っ
た東京五輪に向け、日々練習に励んでいます。

吉田愛選手（左）と吉岡美帆選手（右）

表紙写真：ベネッセセーリングチーム
写真：平井淳一

株主メモ

事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行（株）
特 別 口 座 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行（株）

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行（株） 大阪証券代行部 
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号 
TEL：0120-094-777〈通話料無料〉 
土日祝日を除く平日9：00〜17：00

公 告 の 方 法

電子公告により行う
公告掲載URL  https://www.benesse-hd.co.jp/ja/
事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所 市場第一部

株式事務のお取り扱い
（1）   株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設され

ている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている
証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。

（2）   特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記の特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取り次ぎいたします。

（3）   未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。
将来見通しに関する注意事項
　本株主通信に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略等のうち、歴史的事実でないもの
は、将来の業績に関係する見通しであります。これらは現時点で入手可能な情報に基づき当社の
経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。従いまして、これらの業績見通
しのみに依拠して投資判断を下されることはお控えいただきますようお願いいたします。

2019年11月29日発行　
発行元：株式会社ベネッセホールディングス

本誌・株式・配当に関するお問い合わせ先／IR部（岡山本社） 

〒700-0807 岡山県岡山市北区南方3-7-17 
TEL：086-225-1165（代表）

Benesse Report 2019を発行しました

検索ベネッセ  統合報告書


